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本
紙
に
広
告
を
頂

い
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
、
あ
の
ホ
テ
ル

三
日
月
を
消
毒
し
た

「
ベ
イ
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン（
株
）」

社
長
、
そ
し
て
「
千

葉
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
会
会
長
兼

調
整
官
」
の
、
矢
代

秀
明
さ
ん
。

昨
年
７
月
小
・
中

の
母
校
へ
沢
山
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を

寄
贈
し
た
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
終

息
の
見
通
し
立
た
ぬ

多
忙
な
日
々
が
続
く

中
、
４
月
28
日
、
協

力
会
社(

株)

ミ
ナ
ト

に
欠
か
せ
な
い
消
毒

液
（
消
耗
品
）
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
と

考
え
ま
す
。
矢
代
さ

ん
の
地
元
愛
に
感
謝

し
か
有
り
ま
せ
ん
。」

　
飯
塚
孝
行
市
議
は

「
東
本
郷
小
へ
前
回
に

続
き
御
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
矢
代
社

長
と
僕
は
同
校
の
卒

業
生
で
あ
り
ま
す
。

後
輩
思
い
の
矢
代
先

輩
で
す
。
心
よ
り
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
」
と
。

※
ペ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
は
、
人
間

生
活
に
お
け
る
有
害
・

不
快
な
生
物
の
活
動

を
、
人
の
生
活
を
害

さ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

制
御
す
る
こ
と
で
、

の
丹
臣
也
社
長
と
共

に
母
校
に
赴
き
贈
呈

し
た
。今回

は
、
薬
用
ハ

ン
ド
ジ
ェ
ル
10
ℓ
入

り
を
10
箱
ず
つ
、
東

本
郷
小
学
校
（
校
長

＝
朝
倉
信
行
さ
ん
）

と
榛
松
中
学
校
（
校

長
＝
齋
藤
秀
一
さ
ん
）

に
届
け
た
。

「
子
ど
も
達
の
徹

底
し
た
手
の
消
毒
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
。
教
室
等
の
消

毒
は
意
味
が
な
い
。

手
を
消
毒
し
、
マ
ス

ク
を
し
て
い
れ
ば
感

染
し
な
い
。
教
室
は

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
、

ト
イ
レ
な
ど
供
用
場

所
は
グ
レ
ー
か
レ
ッ

防
疫
の
観
点
か
ら
快

適
で
安
全
な
生
活
に

は
必
須
な
業
務
で
す
。　

「
ペ
ス
ト
」
と
は

害
虫
獣
や
有
害
な
カ

ビ
・
ウ
イ
ル
ス
な
ど

を
意
味
し
、「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
は
制
御
を

指
し
て
い
ま
す
。

矢
代
さ
ん
の
会
社

で
は
、
地
球
環
境
を

守
り
つ
つ
人
の
健
康

　榛松中。左から、丹さん、矢代さん、上倉さん、板橋さん。
ド
ゾ
ー
ン
。
出
入
り

に
は
必
ず
手
を
消
毒

し
て
、
顔
を
触
ら
な

い
こ
と
。
先
生
方
は

小
さ
い
ケ
ー
ス
に
入

れ
か
え
て
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
て
使
用
し

て
下
さ
い
。」
と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
。

東
本
郷
小
藤
森
信

之
教
頭
は
「
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
。

　
榛
松
中
上
倉
義
郎

教
頭
は
「
生
徒
や
教

員
の
手
の
消
毒
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
。

同
席
し
た
、
板
橋

智
之
前
県
議
会
議
員

は
「
公
立
中
学
校
の

限
ら
れ
た
年
間
予
算

の
中
で
感
染
症
対
策

　
４
月
９
日
、
川
口

市
東
本
郷
の
㈱
利
川

工
業
の
利
川
英
二
社

長
は
、
川
口
市
役
所

を
訪
れ
、
奥
ノ
木
信

夫
市
長
に
、「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
役
立
て
て
下
さ
い
」

と
寄
付
さ
れ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長

は
「
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
市
民
の
た
め
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
。

　
飯
塚
孝
行
市
議
は
、

「
東
中
学
校
時
代
の
同

級
生
で
あ
る
利
川
社

長
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
。

と
快
適
な
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、
人
が

住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
ゴ
キ
ブ

リ
・
ネ
ズ
ミ
等
の
害

虫
・
害
獣
の
駆
除
か

ら
鶏
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
豚
コ
レ
ラ
対
策

等
行
っ
て
い
ま
す
。左から、利川さん、奥ノ木市長、飯塚市議。

東本郷小。左から、丹さん、矢代さん、藤森さん、飯塚さん。



　
武
南
警
察
署
は
、

こ
の
度
の
異
動
に
伴

い
、
坂
本
雅
彦
署
長

の
後
任
に
、
第
30
代

の
江
田
浩
之
さ
ん

（
54
）が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
館
内
の
雰
囲
気
は

昔
の
時
よ
り
発
展
し

て
い
て
び
っ
く
り
で

す
。
住
み
や
す
い
街

№
１
、
ま
だ
ま
だ
開

発
さ
れ
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
〜

武
南
署
は
た
の
も
し

い
な
あ
〜
と
頼
ら
れ

る
署
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
管
内
の
安
全
・
安

心
の
為
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
る
。

座
右
の
銘
は
「
守

道
有
天
知
」（
道
を
守

ら
ば
天
の
知
る
有
り
。

意
味
＝
人
と
し
て
人

た
る
道
を
守
れ
ば
天

が
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
、幸
福
が
巡
っ

て
く
る
。
人
が
倫（
み

ち
）
を
守
る
べ
き
こ

と
は
、
昔
も
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。」

※
ド
ラ
マ
名
奉
行

大
岡
越
前
南
町
奉
行

所
の
お
白
州
正
面
に

掲
げ
て
あ
る
額
に
掲

載
。）

　
出
身
は
熊
谷
市
。

タ
バ
コ
も
酒
も
す
る

そ
う
で
す
が
、
カ
ラ

オ
ケ
は
し
ま
せ
ん
と
。　

　
趣
味
は
魚
釣
り
、

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行

か
れ
ま
せ
ん
と
。。

　
よ
く
見
る
テ
レ
ビ

は
、
報
道
番
組
や
ク

イ
ズ
番
組
。

　
家
族
は
奥
様
と
子

ど
も
２
人
。

　
署
長
は
単
身
赴
任

で
官
舎
住
ま
い
で
す
。 　

東
中
学
校
は
、
安

部
正
幸
校
長
に
替
わ

り
、
藤
川
悟
さ
ん

（
50
）が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
こ
の
地
区
は
地

域
の
方
が
協
力
的
で

す
ね
。
子
ど
も
達
が

素
直
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
元
気
よ
く
気

を
付
け
な
が
ら
や
れ

る
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
も
生
徒
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
修
学
旅
行
は
秋
に

予
定
し
て
い
ま
す
。　
　

　
校
長
と
な
り
責
任

は
凄
く
大
き
く
な
り

ま
し
た
ね
。
東
中
の

た
め
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
」
と
。

　
「
部
活
で
子
ど
も
達

と
楽
し
く
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
し
た
く
て
、
こ

の
道
を
選
び
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
は
ゴ
ー
ル
が

空
中
に
あ
り
時
間
と

戦
う
ス
ポ
ー
ツ
、
５

対
５
で
選
手
は
全
員

が
ボ
ー
ル
に
触
り
ま

す
。
実
現
で
き
、
顧

問
と
し
て
楽
し
く
生

徒
た
ち
と
触
れ
あ
う

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た

で
す
。」

　
初
任
校
は
上
青
木

中
、
戸
田
市
の
中
学
、

青
木
中
等
か
ら
、
市

教
委
、
教
頭
で
戸
塚

西
中
か
ら
東
中
に
。

　
座
右
の
銘
は
「
一

期
一
会
」。

　
タ
バ
コ
・
お
酒
は

少
々
し
ま
す
と
。

　
テ
レ
ビ
は
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
。

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
。

　
家
族
は
４
人
。

　
板
橋
区
在
住
。

　
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
新
郷

南
公
民
館
長
は
、
鈴

木
伸
宜
さ
ん
に
替
わ

り
秋
場
昇
さ
ん
（
60
）

が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
地
域
へ
の
貢
献
が

し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
こ
の
道
を
選
び

ま
し
た
。」

　
交
通
安
全
課
・
水

道
部
庶
務
課
・
戸
塚

環
境
セ
ン
タ
ー
・
西

公
民
館
・
科
学
館
・

資
源
循
環
課
な
ど
か

ら
神
根
支
所
長
を
経

由
さ
れ
新
郷
に
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
＆
公
民
館
は
地

域
に
開
か
れ
た
生
涯

学
習
の
場
で
あ
る
こ

と
又
、
地
域
と
市
役

所
を
繫
ぐ
身
近
な
場

で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
新
郷
浄
水
場
に
関

わ
っ
て
い
た
時
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
区

は
、
南
は
工
場
が
多

く
北
は
緑
に
多
く
囲

ま
れ
た
土
地
で
す
ね
」

と
語
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
座
右
の
銘
は
「
継

続
は
力
な
り
」。

　
酒
は
少
し
、
テ
レ

ビ
は
、
連
続
テ
レ
ビ

小
説
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン

が
来
た
。

　
趣
味
は
「
紙
飛
行

機
、
青
空
の
中
で
飛

ん
で
い
る
姿
に
魅
了

で
す
。
紙
飛
行
機
を

通
じ
て
自
然
と
親
し

み
、
科
学
す
る
こ
と

を
養
い
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
荒
川
の
土
手

か
ら
葛
西
ま
で
60
㎞

を
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

走
り
ま
す
」
と
。

　
家
族
は
４
人
。

　
市
内
在
住
。

　
新
郷
支
所
は
、
瀬

戸
信
行
さ
ん
に
替
わ

り
高
橋
浩
二
さ
ん

（
54
）が
就
任
さ
れ
た
。

　
皮
切
り
は
交
通
指

導
課
か
ら
固
定
資
産

税
課
、
用
地
対
策
課
、

地
下
鉄
遠
征
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
芝
ス

ポ
、
障
害
福
祉
課
、

用
地
課
か
ら
新
郷
へ
。

　
「
１
日
も
早
く
新
郷

地
区
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

車
の
す
れ
違
い
も
難

し
い
地
域
で
す
ね
。　

　
町
会
長
会
議
は
あ

り
ま
す
が
、
社
協
や

民
生
委
員
会
、
交
通

安
全
の
事
務
局
と
し

て
も
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
中
止
が
多
く
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流

も
図
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申

し
込
み
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
窓
口
業
務

も
多
く
、
お
待
た
せ

し
て
し
ま
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
座
右
の
銘
は
「
毎

日
を
楽
し
く
」。

　
酒
は
日
本
酒
・
ハ

イ
ボ
ー
ル
。

　
タ
バ
コ
・
カ
ラ
オ

ケ
は
し
ま
せ
ん
と
。　

　
テ
レ
ビ
は
ブ
ラ
タ

モ
リ
・
世
界
遺
産
。

　
趣
味
は
バ
イ
ク
、

「
大
型
、
中
型
、
小
型

の
３
台
あ
ま
す
が
、

乗
る
体
は
１
つ
、
１

度
に
乗
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
に
、
気
分

に
よ
っ
て
乗
り
分
け

ま
す
。
釣
り
や
山
登

り
も
し
ま
す
」
と
。

　
家
族
は
４
人
。

　
桶
川
市
在
住
。

　
東
本
郷
小
学
校
は
、

井
上
千
春
校
長
に
替

わ
り
、
朝
倉
信
行
さ

ん
（
52
）
が
蕨
中
央

東
小
校
長
を
経
て
就

任
さ
れ
た
。　

　
「
子
ど
も
達
の
よ
り

良
い
成
長
を
願
い
、

家
庭
・
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
」

と
、
抱
負
を
語
ら
れ

る
。

　
地
域
の
印
象
は「
コ

ロ
ナ
禍
で
、
出
向
け

ず
、
お
会
い
す
る
こ

と
が
難
し
く
申
し
わ

け
な
く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
。

　
「
学
校
内
行
事
も
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
す
が
、
今
年
は
大

貫
は
日
帰
り
で
行
け

ま
す
が
、
海
で
貝
拾

い
ぐ
ら
い
の
時
間
で

し
ょ
う
。
早
く
終
息

を
願
い
た
い
で
す
ね
」

と
。

　
出
身
は
茨
木
県
。　

　
「
子
ど
も
が
大
好
き

で
、
子
ど
も
達
と
接

し
育
て
る
こ
と
に
携

わ
り
た
い
と
こ
の
道

を
選
び
ま
し
た
」
と
。

　
座
右
の
銘
は
「
元

気
い
っ
ぱ
い
・
や
る

気
い
っ
ぱ
い
・
笑
顔

い
っ
ぱ
い
」。

　
タ
バ
コ
も
酒
も
カ

ラ
オ
ケ
も
し
ま
せ
ん

と
。

　
趣
味
は
「
野
球
を

す
る
こ
と
、
早
朝
野

球
連
盟
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
最

近
は
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
で
す
」
と
。

　
家
族
は
５
人
。

　
蕨
市
在
住
。



　
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

は
予
防
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
、
最
も
感

染
対
策
を
守
り
そ
う

も
な
い
人
を
基
準
に
、

お
願
い
や
警
告
を
し

て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
て
亡
く

な
っ
た
人
の
数
、
重

症
に
な
っ
た
人
の
数

の
増
加
な
ど
最
悪
な

ケ
ー
ス
を
並
べ
て
、

あ
な
た
も
こ
う
な
る

か
も
と
報
道
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
で
は
健
康
で

丈
夫
な
普
通
の
人
も

コ
ロ
ナ
を
恐
れ
て
生

活
が
萎
縮
し
、
健
康

を
害
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん

ど
の
人
に
と
っ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
感
染
力
の
強
さ
に

問
題
が
あ
る
も
の
の
、

か
か
っ
て
も
無
症
状

か
、
ち
ょ
っ
と
変
だ

な
ぁ
と
感
じ
る
程
度

の
症
状
し
か
出
ず
、

大
丈
夫
な
は
ず
で
す
。　
　

　
で
は
、
な
ぜ
人
に

よ
っ
て
重
症
化
す
る

ケ
ー
ス
が
出
る
の
か

と
言
う
と
、
た
ま
た

ま
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
た
と
き
に
そ
の
人

の
免
疫
力
が
落
ち
て

い
た
か
ら
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
高
齢
で
体

力
が
弱
っ
て
い
る
、

糖
尿
病
等
の
余
病
が

あ
る
、
ず
っ
と
仕
事

で
不
眠
不
休
で
疲
れ

て
い
た
、
暴
飲
暴
食

が
続
い
て
し
ま
っ
た
、

引
き
こ
も
っ
て
い
て

運
動
不
足
で
あ
る
な

ど
の
人
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
る

条
件
が
出
来
て
し
ま

い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
コ
ロ

ナ
に
関
し
て
は
感
染

予
防
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
普
段
通
り
の
生

活
を
心
が
け
て
、
体

力
作
り
を
し
て
免
疫

力
を
上
げ
て
コ
ロ
ナ

を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
も
っ
と
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（
榛
松
）　

院
長　
岩
下　
一
三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
か

ら
１
年
以
上
が
経
ち
、

こ
の
間
、
社
会
経
済

活
動
は
じ
め
私
た
ち

の
生
活
は
甚
大
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。　

私
の
も
と
に
も

様
々
な
ご
相
談
や
ご

要
望
が
日
々
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
対

応
に
奔
走
す
る

毎
日
で
す
。

皆
様
に
は
マ

ス
ク
着
用
や
手
指
消

毒
、３
密
回
避
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確
保
な
ど
様
々

に
感
染
防
止
対
策
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
常
の
生
活
が
目

に
見
え
な
い
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
人
と
の
接
触
の
機

会
を
奪
わ
る
こ
と
が

い
か
に
辛
い
こ
と
か
。

何
気
な
い
日
々
の
生

活
が
ど
ん
な
に
貴
重

な
も
の
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
我
慢
の
日
々

で
す
が
、
医
療
従
事

者
に
続
き
、
高
齢
者

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
ま
も
な
く
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進

む
こ
と
で
元
の
生
活

が
徐
々
に
戻
っ
て
き

ま
す
。
必
ず
終
息
の

時
が
来
ま
す
。
そ
の

日
を
心
待
ち
に
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
と

ご
尽
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
議
員
に
な
る

前
、
新
聞
記
者
と
し

て
働
い
て
お
り
ま
し

た
。
入
社
当
時
、
記

者
と
し
て
の
心
構
え

を
学
ぶ
た
め
に
読
み

漁
っ
た
本
の
中
で
印

象
的
な
言
葉
に
出
会

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
新

聞
記
者
の
仕
事
と
は

人
々
の
普
通
の
生
活

を
守
る
た
め
に
あ
る
」

（
趣
旨
）
と
の
含
蓄
深

い
一
文
で
し
た
。

『
新
郷
新
聞
』
も

第
３
１
１
号
を
数
え

ま
す
。
長
い

間
、
新
郷
地

域
の
発
展
と

皆
様
の
生
活

を
守
り
支
え
る
こ
と

を
使
命
と
さ
れ
続
け

て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。「
日
常
生
活
の

有
り
難
さ
」
を
実
感

で
き
る
新
聞
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
末
永

く
愛
さ
れ
続
け
る
こ

と
を
切
に
望
ん
で
お

り
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
塩
野　
正
行

　
川
口
市
南
消
防
署

新
郷
分
署
は
、
小
林

宏
規
分
署
長
の
後
任

に
中
山
繁
人
さ
ん

（
58
）
が
南
消
防
署
指

揮
隊
か
ら
新
郷
分
署

長
に
就
任
さ
れ
た
。

　
「
新
郷
地
区
の
防
災

の
要
と
し
て
安
全
・

安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
密
集

し
た
事
は
で
き
な
い

の
で
、
コ
ロ
ナ
が
治

ま
る
ま
で
は
町
会
の

訓
練
も
出
来
な
い
で

す
ね
」
と
。　

　
安
行
出
身
、
自
衛

隊
に
入
っ
て
厳
し
い

訓
練
を
受
け
て
い
た

が
、
消
防
隊
に
派
遣

さ
れ
た
折
、
地
域
の

為
・
市
の
為
・
国
の

為
人
を
助
け
る
消
防

隊
員
に
感
銘
し
職
返

し
現
在
が
あ
る
と
。

　
座
右
の
銘
は
「
為

せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
何
事
も
」。　

　
「
タ
バ
コ
・
カ
ラ
オ

ケ
は
し
ま
せ
ん
。

　
酒
は
少
し
、
テ
レ

ビ
は
ド
ラ
マ・ス
ポ
ー

ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
。

　

趣
味
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
町
会
の
ク

ラ
ブ
で
活
躍
中
と
の

こ
と
。

　
「
勝
っ
て
も
負
け
て

も
一
杯
飲
め
て
親
睦

を
図
れ
る
こ
と
が
楽

し
い
ね
」
と
。

　
家
族
は
夫
人
と
子

ど
も
３
人
。

　
安
行
在
中
。

　
人
生
を
楽
し
く
皆

で
色
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
仲

間
。

　
「
山
と
酒
と
野
球

の
ど
れ
か
を
愛
す
る

会
」（
会
長
＝
小
野

寺
勉
さ
ん
）
は
、
コ

ロ
ナ
の
１
日
も
早
い

終
息
を
願
っ
て
、
標

高
８
７
７
ｍ
の
山
、

男
体
山
と
女
体
山
の

２
つ
の
峰
を
持
ち
、

古
く
か
ら
信
仰
の
山

と
し
て
栄
え
て
き

た
、
広
い
関
東
平
野

の
中
に
そ
び
え
た
つ

筑
波
山
神
社
に
祈
願

し
た
。

　
こ
の
会
は
、
富
士

山
や
赤
岳
、
北
ア
ル

プ
ス
な
ど
多
く
の
登

山
や
、
大
自
然
の
中

で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や

　
今
月
の
交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
こ

ど
も
部
門
で
内
閣
総

理
大
臣
賞
（
最
優
秀

作
）
受
賞
は
、
川
口

市
青
木
中
央
小
の
前

野
菜
子
さ
ん
で
す
。

◆
一
般
男
子
▽
優
勝
＝

金
島
剛
▽
準
優
勝
＝
藤

井
英
夫
▽
３
位
＝
田
村

俊
実
▽
べ
ス
グ
ロ
＝
藤

井
英
夫
。

◆
シ
ニ
ア
男
子
▽
優
勝

＝
中
山
喜
代
次
▽
準
優

勝
＝
細
川
八
朗
▽
３
位

＝
松
田
親
博
▽
べ
ス
グ

ロ
＝
石
塚
春
夫
。

◆
一
般
女
子
▽
優
勝
＝

鈴
木
幸
子
▽
準
優
勝
＝

西
田
富
子
▽
３
位
＝
重

藤
延
恵
▽
べ
ス
グ
ロ
＝

大
嶋
峰
子
。

◆
シ
ニ
ア
女
子
▽
優
勝

＝
小
野
沢
和
江
▽
準
優

勝
＝
大
出
の
り
子
▽
３

位
＝
桜
田
勝
江
▽
べ
ス

グ
ロ
＝
大
出
の
り
子
。　
　

（
敬
称
略
）

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

◇
日
＝
５
月
30
日
（
日
）

◇
所
＝
鳩
ヶ
谷
駅

　
　
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
開
演
＝
14
時
00
分

◇
入
場
＝
無
料

問
＝
０
８
０・１
０
４
２

・
９
１
２
３
桑
原
ま
で
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
ス

リ
ル
を
味
わ
っ
た

り
、
楽
し
く
親
睦
を

図
っ
て
い
る
。

　
写
真
左
か
ら
小
濱

剛
さ
ん
、
新
原
寛
一

さ
ん
、
小
濱
和
恵
さ

ん
、小
野
寺
勉
さ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
地
域
代

表
者
会
議
・
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
を
中
止
致

し
ま
す
。

　
小
さ
な
親
切
運
動

　
　
　
　

川
口
支
部　

代
表
＝
原
島　
潔



　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も

参
加
さ
れ
た
役
員
会

は
、
初
の
リ
モ
ー
ト

会
議
で
行
っ
た
。

　
２
階
会
議
室
に
は
、

小
野
寺
勉
部
長
、
田

中
政
徳
さ
ん
、
吉
澤

勝
巳
さ
ん
、
磯
貝
哲

也
さ
ん
、
加
藤
智
幸

さ
ん
、
冨
岡
正
樹
さ

ん
が
出
席
し
、
板
橋

智
之
前
県
議
、
飯
塚

孝
行
市
議
は
自
宅
か

ら
、
石
塚
直
行
さ
ん

は
旅
行
先
か
ら
参
加

し
た
。

　
４
月
27
日.

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
が
届
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
周
り
の
人
た
ち
の

行
動
が
大
変
で
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
に
は
、「
各
医

療
機
関
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。」
の

文
章
で
す
。
予
約
の
問
い

合
わ
せ
電
話
で
、
医
療
機

関
は
ど
こ
も
仕
事
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
混
雑
で
す

が
、
順
次
接
種
出
来
ま
す
。 　

優
先
接
種
対
象
者
の
２

回
目
の
接
種
も
、
夏
ま
で

に
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が

終
了
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
後
は
16
歳
か

ら
64
歳
の
方
々
に
移
っ
て

ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
も
予
想

以
上
の
速
さ
で
進
行
す
る

で
し
ょ
う
？

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
が
ベ

ス
ト
か
と
思
い
ま
す
。 （283）

　
集
団
接
種
で
予
約
の
場

合
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
説
明
書
」
を
再

度
確
認
し
て
、
当
日
の
持

ち
物
に
お
く
す
り
手
帳
も

加
え
て
置
く
と
便
利
だ
と

思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
熱

中
症
等
々
ご
自
分
の
体
調

を
大
事
に
し
て
下
さ
い
。　

　
川
口
市
に
、
新
郷
に
、

マ
ス
ク
無
し
で
、
笑
顔
で

自
由
に
外
出
で
き
る
日
々

が
戻
っ
て
来
る
ま
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

  　
保
険
薬
剤
師

　
　

    　
中
山　
久
仁
夫

５
月
６
日
、
川
口

愛
唱
会
（
会
長
＝
金

子
昌
夫
さ
ん
・
ソ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
＆
ピ
ア

ノ
＝
嶋
村
益
代
さ
ん
）

が
８
周
年
を
迎
え
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を

リ
リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
。

１
部
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
南
雲
彩
さ
ん
、
フ

ル
ー
ト
の
忍
田
結
梨

さ
ん
と
お
母
さ
ん
の

鈴
木
真
紀
子
さ
ん
親

子
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
の
演
奏
。

２
部
は
恒
例
の
抒

情
歌
・
童
謡
・
唱
歌

等
を
、
皆
で
明
る
く

楽
し
く
合
唱
し
た
。

金
子
会
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
８
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
八
は
末
広
が
り

の
縁
起
の
良
い
数
字
、

こ
れ
を
機
に.

愛
唱
会

が
一
層
の
盛
会
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
」
と
。

参
加
さ
れ
た
永
瀬

秀
樹
県
議
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
出
か
け
る
こ

と
が
難
し
い
中
、
歌

の
翼
に
乗
っ
て
時
間

と
空
間
を
超
え
、
皆

で
一
緒
に
懐
か
し
い

故
郷
や
少
年
時
代
、

か
つ
て
訪
れ
た
思
い

出
の
あ
の
場
所
へ
と
、

心
の
旅
に
出
か
け
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
る
元
気
を

も
ら
っ
た
と
て
も
素

敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
」
と
。

　
埼
玉
県
は
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
が
、

東
京
に
は
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

５
月
31
日
ま
で
延
長
に
。

そ
ん
な
中
、
変
わ
ら
な

い
企
業
や
、
落
ち
込
む

企
業
等
、
こ
も
ご
も
で

す
。
コ
ロ
ナ
か
経
済
か
、

難
し
い
選
択
を
強
れ
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
６
月
16
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
４
月
15
日
、
永
瀬

秀
樹
県
議
会
議
員
、

新
郷
の
文
化
を
考
え

る
会
会
長
の
、
照
山

悦
子
さ
ん
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
秘
書

の
早
船
宏
さ
ん
が
、

新
郷
で
イ
チ
ゴ
狩
り

が
出
来
る
、
観
光
農

園
「
く
に
ち
ゃ
ん

ふ
ぁ
〜
む
」（
代
表

＝
鈴
木
國
雄
さ
ん
）

へ
視
察
に
訪
れ
た
。

　
代
表
の
鈴
木
さ
ん

は
「
万
全
な
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
で
、
３
棟

の
ハ
ウ
ス
に
お
客
様

を
分
散
し
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
ゆ
っ
た
り
と
、
あ

き
ひ
め・紅
ほ
っ
ぺ・

か
お
り
の
、
３
品
種

の
い
ち
ご
狩
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。

　
直
売
に
は
、
３
種

と
や
よ
い
ひ
め
、
当

日
朝
に
収
穫
し
た
大

粒
の
完
熟
イ
チ
ゴ
が

並
び
、
野
菜
直
売
も

実
施
中
で
す
。

　
新
聞
発
行
の
５
月

は
、
き
ゅ
う
り
・
ア

イ
ス
プ
ラ
ン
ト
・
に

ん
じ
ん
・
大
根
等
販

売
で
す
」
と
話
す
。

　
永
瀬
議
員
は
「
ハ

ウ
ス
の
中
に
１
歩
入

れ
ば
、
溢
れ
る
い
ち

ご
の
香
り
に
み
ん
な

が
笑
顔
。
１
番
身
近

な
い
ち
ご
狩
り
で
、

素
敵
な
思
い
出
が
作

れ
ま
す
ね
」
と
。

左から、永瀬さん、鈴木さん、嶋村さん、南雲さん、忍田さん、金刺美穂さん。

　左から早船さん、永瀬さん、照山さん、鈴木歳男さん、國雄さん。

JA
さ
い
た
ま
農
業

協
同
組
合
新
郷
支
店
青
壮
年
部
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
行
事
や

催
し
物
な
ど
が
中
止

に
な
る
な
ど
、
通
常

の
活
動
が
困
難
で
あ

り
、
今
後
又
で
き
る

見
通
し
も
立
た
な
い

今
、
リ
モ
ー
ト
会
議

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

昨
年
９
月
か
ら
勉
強

会
を
始
め
た
。

　
リ
モ
ー
ト
会
議
と

は
、
参
加
者
が
離
れ

た
場
所
に
い
て
も
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
遠
隔
会
議
で
、

皆
が
同
じ
場
所
に
集

ま
ら
ず
に
小
さ
な
打

ち
合
わ
せ
か
ら
大
き

な
会
議
ま
で
可
能
で
、

勉
強
会
や
講
演
会
な

ど
も
出
来
る
シ
ス
テ

ム
。

　
通
常
は
ひ
と
つ
の

場
所
に
集
ま
っ
て
実

施
す
る
必
要
が
あ
る

セ
ミ
ナ
ー
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
可

能
に
な
る
こ
と
。　
　

　
川
口
市
峯
の
峯
ヶ

岡
八
幡
神
社
で
「
お

田
植
祭
」
の
神
事
が

行
わ
れ
た
。

　
「
奉
納
さ
れ
た
稲
の

苗(

コ
シ
ヒ
カ
リ
・

彩
の
か
が
や
き)

を

お
頒
か
ち
【
広
く
分

け
与
え
る
】
致
し
ま

す
。
自
宅
で
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。マ
ニ
ュ

ア
ル
付
き
で
す
。

　
秋
に
無
事
、
豊
作

と
な
り
ま
し
た
ら
、

一
房
で
も
八
幡
様
へ

ご
奉
納
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
社
務
所
で
粗
品
を

ご
用
意
い
た
し
て
お

り
ま
す
」
と
宮
司
の

宮
本
洋
平
さ
ん
。

　
写
真
は
宮
本
ご
夫

妻
。


